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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期

第１四半期連結
累計期間

第39期
第１四半期連結
累計期間

第38期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成25年
４月１日
至平成25年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（百万円）  20,090  20,399 82,623

経常利益（百万円） 567 646 2,933

四半期（当期）純利益（百万円）  319  379 1,345

四半期包括利益又は包括利益（百万円） 311 368 1,312

純資産額（百万円） 9,655 10,611 10,558

総資産額（百万円） 30,265 30,936 30,401

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 26.25 31.16 110.51

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 31.9 34.3 34.7

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

　

２【経営上の重要な契約等】

　    当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

 

（1）業績の状況

  当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済対策や金融政策への期待感から、円高の是正

や株高が進行し、企業業績の一部に持ち直しの動きが見られるなど、景気は緩やかな回復基調にありました。しかし

ながら、雇用や所得の改善には至らず、小売業界を取り巻く経営環境は厳しい状況にあります。

  このような事業環境のなかで、当社グループは「経費削減、一人当たり生産性向上、適正在庫」のグループ方針を

徹底し、個店収益力の強化に取り組みました。

  以上の結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は 20,399百万円（前年同期比1.5％増）、営業

利益は 588百万円（前年同期比9.4％増）、経常利益は 646百万円（前年同期比14.0％増）となり、四半期純利益は

379百万円（前年同期比18.7%増）となりました。

　

　セグメントの概況は、次のとおりであります。

  オートバックス・車関連事業につきましては、車販売およびガソリン販売が好調に推移したものの、カー用品の

売上が昨年のエコカー制度による新車販売の需要増に伴う反動と、カーナビゲーションの単価下落により前年を下

回りました。出店につきましては、大阪府に「バイクセブン」を１店舗（りんくうシークル店）オープンしました。

これにより売上高は 7,698百万円（前年同期比2.8％増）となりましたが、利益面におきましては、国内外での新規

出店による初期費用の増加により、営業利益は 217百万円（前年同期比11.0％減）となりました。

  業務スーパー・こだわり食品事業につきましては、業務スーパーが堅調に推移しました。出店につきましては、千

葉県に「業務スーパー」を１店舗（五井店）オープンしました。これにより売上高は 11,969百万円（前年同期比

1.0％増）、営業利益は業務スーパーの原価率の改善等により、 432百万円（前年同期比17.7％増）となりました。

  その他事業につきましては、農産物直売所「めぐみの郷」の事業において、野菜の充実とプライベートブランド

商品の販売に注力した結果、収益が改善したものの、利益確保には至りませんでした。これにより、売上高は731百万

円（前年同期比3.3％減）、営業損失は 3百万円(前年同期は営業損失50百万円)となりました。  

　　　　

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　  当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（3）研究開発活動

 該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 　　　　　　　　　52,000,000

計 　　　　　　　　　52,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,336,400 13,336,400

東京証券取引所

（市場第一部）

　

単元株式数

100株　

　

計 13,336,400 13,336,400 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成25年４月１日～

平成25年６月30日
－ 13,336 － 1,785 － 2,723

　　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　　　　

①【発行済株式】

 平成25年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －　

議決権制限株式（自己株式等） －　　 － －　

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
　普通株式　 1,165,400　　

　
－ －

完全議決権株式（その他） 　普通株式  12,167,200　　 121,672 －

単元未満株式 　普通株式　 　　3,800 － －

発行済株式総数 13,336,400 － －

総株主の議決権 － 121,672 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の中には、証券保管振替機構名義の株式が2,600株（議決権26個）含まれて

おります。

 

②【自己株式等】

 平成25年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

㈱Ｇ－７ホールディングス
神戸市須磨区弥栄台

３－１－６
1,165,400 － 1,165,400 8.73

計 － 1,165,400 － 1,165,400 8.73

　

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,299 6,317

受取手形及び売掛金 1,844 1,843

商品及び製品 4,450 5,188

その他 1,164 1,057

貸倒引当金 △7 △7

流動資産合計 13,751 14,398

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 14,770 14,938

減価償却累計額 △8,317 △8,474

建物及び構築物（純額） 6,452 6,463

機械装置及び運搬具 982 1,003

減価償却累計額 △609 △627

機械装置及び運搬具（純額） 373 375

土地 3,934 3,934

建設仮勘定 42 8

その他 2,715 2,772

減価償却累計額 △1,839 △1,918

その他（純額） 875 853

有形固定資産合計 11,678 11,635

無形固定資産

のれん 291 259

その他 266 249

無形固定資産合計 558 509

投資その他の資産

投資有価証券 94 58

敷金及び保証金 3,332 3,351

繰延税金資産 725 724

その他 262 259

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 4,414 4,392

固定資産合計 16,650 16,537

資産合計 30,401 30,936
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 4,097 5,132

短期借入金 4,800 4,800

未払法人税等 732 112

賞与引当金 468 500

ポイント引当金 135 129

その他 3,002 3,043

流動負債合計 13,236 13,718

固定負債

長期借入金 4,000 4,000

退職給付引当金 523 539

役員退職慰労引当金 638 645

資産除去債務 634 637

その他 810 784

固定負債合計 6,606 6,606

負債合計 19,842 20,325

純資産の部

株主資本

資本金 1,785 1,785

資本剰余金 2,717 2,717

利益剰余金 7,208 7,271

自己株式 △612 △612

株主資本合計 11,099 11,162

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4 5

土地再評価差額金 △529 △529

為替換算調整勘定 △15 △27

その他の包括利益累計額合計 △540 △551

純資産合計 10,558 10,611

負債純資産合計 30,401 30,936
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 20,090 20,399

売上原価 14,837 14,948

売上総利益 5,252 5,451

販売費及び一般管理費 4,714 4,862

営業利益 537 588

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 0 0

受取手数料 46 40

その他 23 45

営業外収益合計 70 86

営業外費用

支払利息 12 12

為替差損 16 7

その他 11 6

営業外費用合計 40 27

経常利益 567 646

特別利益

固定資産売却益 16 －

負ののれん発生益 25 －

特別利益合計 41 －

税金等調整前四半期純利益 608 646

法人税等 289 267

少数株主損益調整前四半期純利益 319 379

四半期純利益 319 379

EDINET提出書類

株式会社Ｇ－７ホールディングス(E03267)

四半期報告書

 9/17



【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 319 379

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1 1

為替換算調整勘定 △7 △12

その他の包括利益合計 △8 △10

四半期包括利益 311 368

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 311 368

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

     （たな卸資産の評価方法の変更）

  当社グループのオートバックス・車関連事業部門における商品の評価方法は、従来、主として売価還元法に

よる原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によっておりましたが、当

第１四半期連結会計期間から主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に

基づく簿価切下げの方法）に変更いたしました。

　この変更は、多様で、かつ、変化しやすい消費者ニーズに適切に対応するため、商品の利益管理の精緻化を目的

として、当第１四半期連結会計期間より新商品管理システムが稼働したことによるものであります。

当第１四半期連結会計期間の期首に新商品管理システムが本稼働したことから、過去の連結会計年度に関する

精緻な商品の受払記録が一部入手不可能であり、この会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を前連結会

計年度の期首時点において算定することは実務上不可能であります。そのため、当該会計方針の変更は、移動平

均法に基づく当第１四半期連結会計期間の期首の商品の帳簿価額と、売価還元法に基づく前連結会計年度の期

末における商品の帳簿価額との差額を基に算定した累積的影響額を、当第１四半期連結会計期間の期首残高に

反映しておりますが、当該影響額は軽微であります。

　また、当該変更による商品、売上原価、各段階損益ならびに１株当たり情報への影響額も軽微であります。

　

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

減価償却費 341百万円 324百万円

のれんの償却額 33 31

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年５月14日

取締役会
普通株式 158 13.0 平成24年３月31日 平成24年６月13日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年５月13日

取締役会
普通株式 316 26.0 平成25年３月31日 平成25年６月12日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：百万円）

　

　

　報告セグメント　　

その他

（注）1　

合計

　

調整額

（注）2

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）3

オートバックス 

・車関連事業

業務スーパー・

こだわり食品

 事業

計　

　

売上高  　 　 　 　 　 　

外部顧客への

売上高　

   

   7,487　　　　

　

    

　11,846

　

19,333

   

   　756

   

  20,090

　 

      －

　

　   20,090

セグメント間の

内部売上高又は

振替高　

　

   1　

  

     　5

　

7

   

 2

    　

9

　  

 △9

　    

 －

計    　7,488 11,851 19,340  758   　20,099   △9     20,090

セグメント利益

又は損失（△）
     　244      　367 611    △50       560    △22 　     537

（注）1.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リユース事業、アグリ事

業及び不動産賃貸事業等を含んでおります。

　　　2.セグメント利益又は損失の調整額 △22百万円には、セグメント間取引消去等による 199百万円、各報

告セグメントに配分していない全社費用 △222百万円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない総務・財務部門等の管理部門等に係る費用であります。

　　　3.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　　

　　　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

記載すべき事項はありません。　
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：百万円）

　

　

　報告セグメント　　

その他

（注）1　

合計

　

調整額

（注）2

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）3

オートバックス 

・車関連事業

業務スーパー・

こだわり食品

 事業

計　

　

売上高  　 　 　 　 　 　

外部顧客への

売上高　

   

   7,698　　　　

　

    

　11,969

　

19,667

   

   　731

   

  20,399

　 

      －

　

　   20,399

セグメント間の

内部売上高又は

振替高　

　

   1　

  

     　3

　

5

   

 0

    　

6

　  

 △6

　    

 －

計    　7,699 11,973 19,672  732   　20,405   △6     20,399

セグメント利益

又は損失（△）
     　217      　432 649    △3       646    △58 　     588

（注）1.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リユース事業、アグリ事

業及び不動産賃貸事業等を含んでおります。

　　　2.セグメント利益又は損失の調整額 △58百万円には、セグメント間取引消去等による 202百万円、各報

告セグメントに配分していない全社費用 △260百万円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない総務・財務部門等の管理部門等に係る費用であります。

　　　3.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　　

　　　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

記載すべき事項はありません。　
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（企業結合等関係）

　記載すべき事項はありません。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 26円25銭 31円16銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 319 379

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 319 379

普通株式の期中平均株式数（千株） 12,171 12,170

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

 

２【その他】

　 平成25年５月13日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

 （イ）配当金の総額……………………………………316百万円

 （ロ）１株当たりの金額…………………………………26円00銭

 （ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成25年６月12日

　  （注）  平成25年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月９日

株式会社Ｇ－７ホールディングス

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　基博　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 黒川　智哉　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社Ｇ－７

ホールディングスの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年

４月１日から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社Ｇ－７ホールディングス及び連結子会社の平成25年６月30日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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